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Topics of 

Music

2011.08 - 2012 .01

音
旬

な
う
な
ど
、
演
奏
か
ら
録
音
、
解
説
、
デ
ザ
イ
ン
に
至

る
ま
で
す
べ
て
、
本
学
の
教
員
の
手
で
制
作
し
た
画
期

的
な
Ｃ
Ｄ
で
あ
る
。
今
回
の
Ｃ
Ｄ
は
、
ナ
ク
ソ
ス
の
世

界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
日
本
国
内
は
も
と
よ

り
、
世
界
六
十
カ
国
を
超
え
る
市
場
に
「
東
京
藝
術
大

学
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
出
回
り
、
本
学
の
名
を
広
く
世

界
へ
発
信
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

昨
年
三
月
に
本
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
修
士
課
程
を

修
了
し
た
竹
山
愛
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）
の
Ｃ
Ｄ
「
プ
レ

イ
ズ
・
パ
リ
」（
企
画
・
制
作
：（
株
）ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ダ
イ
レ
ク
ト
、
販
売
：（
株
）
ミ
ュ
ー
ズ
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）
が
十
一
月
十
六
日
に
リ
リ
ー
ス

さ
れ
た
。

　

こ
の
Ｃ
Ｄ
は
、
本
学
と
三
菱
地
所
株
式
会
社
が
共
催

で
、
毎
年
秋
に
東
京
丸
の
内
の
丸
ビ
ル
で
開
催
し
て
い

る
「
藝
大
ア
ー
ツ 

イ
ン 

東
京
丸
の
内
」
が
開
催
五
周

年
を
迎
え
た
記
念
に
全
国
発
売
さ
れ
た
も
の
。

　
「
藝
大
ア
ー
ツ 

イ
ン 

東
京
丸
の
内
」
で
は
、
本
学

を
卒
業
し
た
若
い
芸
術
家
を
支
援
す
る
た
め
「
三
菱
地

　

十
一
月
九
日
、
本
学
は
、
前
身
の
東
京
音
楽
学
校
の

作
曲
科
主
任
教
授
で
あ
っ
た
橋
本
國
彦
の
晩
年
の
名
作

「
交
響
曲
第
二
番
」、
親
鸞
聖
人
の
浄
土
和
讃
を
も
と
に

作
曲
さ
れ
た
「
三
つ
の
和
讃
」
な
ど
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ

を
、
ナ
ク
ソ
ス
・
レ
ー
ベ
ル
か
ら
リ
リ
ー
ス
し
た
。
日

本
人
作
曲
家
の
貴
重
な
作
品
を
広
く
世
に
紹
介
す
る
シ

リ
ー
ズ
企
画
で
あ
る
「
日
本
作
曲
家
選
輯
」
で
「
東
京

藝
術
大
学
編
」
と
い
う
独
自
の
企
画
を
提
案
し
、
実
現

さ
せ
た
も
の
。

　

藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
（
音
楽
学
部
管
弦
楽
研
究

部
）
が
演
奏
し
、
演
奏
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
湯
浅
卓
雄
准

教
授
が
指
揮
、
バ
リ
ト
ン
・
ソ
ロ
を
音
楽
学
部
声
楽
科

の
福
島
明
也
准
教
授
、
録
音
・
編
集
は
亀
川
徹
教
授
を

は
じ
め
と
す
る
同
音
楽
環
境
創
造
科
の
ス
タ
ッ
フ
、
解

説
は
同
楽
理
科
の
大
角
欣
矢
教
授
と
福
中
冬
子
准
教

授
、
同
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
の
三
枝
ま
り
教
育
研
究
助

手
ら
が
担
当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
美
術
学
部
デ
ザ
イ

ン
科
の
松
下
計
准
教
授
が
カ
バ
ー･
デ
ザ
イ
ン
を
お
こ

1藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
が

ナ
ク
ソ
ス
・
レ
ー
ベ
ル
で
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー

日
本
作
曲
家
選
輯 

東
京
藝
術
大
学
編

1藝大フィルハーモニアが
ナクソス・レーベルで

ＣＤデビュー
CD ジャケット

2 竹山愛さんＣＤリリース
「藝大アーツ イン 東京丸の内」の演奏風景等

2竹
山
愛
さ
ん
Ｃ
Ｄ
リ
リ
ー
ス



13

貴
久
子
非
常
勤
講
師
が
案
内
役
と
な
り
、
テ
ー
マ
に

応
じ
て
他
科
よ
り
ゲ
ス
ト
講
師
を
招
き
、
ミ
ニ
・
レ

ク
チ
ャ
ー
＆
演
奏
お
よ
び
ミ
ニ
レ
ッ
ス
ン
、
体
験
コ
ー

ナ
ー
の
三
部
構
成
で
、
グ
ラ
ー
フ
・
ピ
ア
ノ
の
魅
力
に

迫
ろ
う
と
し
た
も
の
。

　

七
月
二
十
二
日
の
第
一
回
「
紹
介
・
導
入
編
」、
十

月
二
十
八
日
の
第
二
回
「
歌
曲
」、
十
一
月
十
五
日
の

第
三
回
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　

後
期
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
」、

十
二
月
十
三
日
の
第
四
回
「
弦
楽
器
に
よ
る
室
内
楽
の

愉
し
み
」、
そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
二
月
八
日
の
最
終

回
「
管
楽
器
の
世
界
」
と
続
き
、
六
オ
ク
タ
ー
ヴ
半
の

鍵
盤
と
四
本
の
ペ
ダ
ル
は
、
演
奏
家
に
さ
ま
ざ
ま
な
示

唆
を
与
え
て
く
れ
た
。

　

十
月
二
十
九
日
と
三
十
日
の
二
日
間
、
福
島
県
猪

苗
代
町
に
あ
る
国
立
磐
梯
青
少
年
交
流
の
家
に
お
い

て
、
本
学
と
共
催
で
、
福
島
県
内
の
中
高
生
管
楽
器

奏
者
を
対
象
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
た
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
九
九
二
年
よ

り
ほ
ぼ
毎
年
同
時
期
に
、
本
学
の
教
員
と
学
生
が
講
師

と
し
て
中
高
生
に
対
す
る
演
奏
の
技
術
指
導
を
お
こ

な
っ
て
い
る
も
の
。

　

今
回
の
受
講
生
は
百
十
五
名
。
本
学
か
ら
は
、
杉
木

峯
夫
教
授
と
岡
崎
耕
治
招
聘
教
授
に
、
大
学
院
生
と
学

部
生
の
学
生
二
十
名
を
加
え
た
合
計
二
十
二
名
が
参
加

し
、
学
生
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
熱
心
な
指
導
に
よ

り
、
受
講
生
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
と

な
っ
た
。

所
賞
」を
設
け
、受
賞
者
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
を
お
こ
な
っ

て
き
た
。
今
回
は
、
過
去
四
回
の
受
賞
者
か
ら
一
名
を

選
考
し
、
Ｃ
Ｄ
を
企
画
・
制
作
す
る
こ
と
で
さ
ら
な
る

飛
躍
を
後
押
し
し
た
。

　

十
一
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
の
間
、
中
央
音
楽
学
院

（
中
国
・
北
京
）
で
、
本
学
音
楽
学
部
の
協
力
の
も
と
、

「
世
界
音
楽
週
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
世
界
音
楽
週
」
は
、
本
学
の
芸
術
国
際
交
流
協
定

校
で
あ
る
中
央
音
楽
学
院
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
学
術

的
な
音
楽
文
化
事
業
。
二
〇
一
一
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
日
本
」
で
あ
り
、
音
楽
学
部
が
日
本
側
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
全
面
的
に
協
力
し
た
。

　

音
楽
学
部
は
、
講
演
、
研
究
発
表
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
日
本
の
伝

統
音
楽
お
よ
び
近
現
代
の
音
楽
を
紹
介
し
相
互
交
流
を

深
め
、
な
か
で
も
三
味
線
音
楽
を
体
系
的
に
紹
介
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
完
成
度
と
演
奏

の
質
の
高
さ
で
中
国
側
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
、
大
変
好
評
を
博
し
た
。

　

本
学
で
昨
年
購
入
し
た
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
グ
ラ
ー
フ

が
一
八
三
九
年
に
製
作
し
た
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
を
用

い
、
音
楽
学
部
器
楽
科
（
古
楽
）
主
催
で
学
内
向
け
に

全
五
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
し
た
。

　

野
々
下
由
香
里
准
教
授
と
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
の
小
倉

4グラーフ・ピアノ ワークショップ
《グラーフ・ピアノの魅力に触れる》

ワークショップの様子

5 管楽器
ミュージックセミナー
国立磐梯青少年交流の家にて

3世界音楽週 2011
中央音楽学院にて

3世
界
音
楽
週
２
０
１
１

5管
楽
器
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

4グ
ラ
ー
フ
・
ピ
ア
ノ　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
グ
ラ
ー
フ
・
ピ
ア
ノ
の
魅
力
に
触
れ
る
》
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Topics of 

Film and
New Media
2011.08 - 2012 .01

映
旬

3公開講座—馬車道エッジズ
「コンテンポラリーアニメーション入門」

アニメーション専攻

1東日本大震災復興アーカイブ支援プロジェクト
映画専攻

2OPEN THEATER 2011
映画専攻

4公開講座「OPEN TRADITION」
アニメーション専攻

「なみのおと」より

『THE DEPTHS』（監督：濱口竜介）©東京藝術大学・韓国国立映画アカデミー

『可愛い女』（監督：早坂亮輔）©東京藝術大学

酒井監督の取材風景

東日本大震災の被災地にて。取材先で立ち寄った廃屋に
持ち主不明のアルバムが集められていた
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だ
本
学
美
術
学
部
絵
画
科
（
日
本
画
）
時
代
か
ら
、
東

映
動
画
時
代
、
そ
し
て
、
名
作
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
の

か
か
わ
り
や
、
任
天
堂
時
代
に
お
け
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
と
の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
、
本
学
の
先
輩
と
し

て
、
小
田
部
氏
か
ら
貴
重
な
体
験
談
を
交
え
た
お
話
を

う
か
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
で
学
ん
で
い

る
学
生
た
ち
へ
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
学
生

に
も
、
ま
た
一
般
参
加
者
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。

　

七
月
二
十
二
日
か
ら
十
一
月
十
八
日
ま
で
の
間
、
歴

史
的
建
造
物
で
あ
る
本
学
横
浜
校
地
馬
車
道
校
舎
（
旧

富
士
銀
行
横
浜
支
店
）
に
お
い
て
、
横
浜
市
と
の
共
催

で
文
化
芸
術
創
造
都
市
づ
く
り
の
推
進
事
業
と
し
て
毎

年
度
開
催
し
て
い
る
馬
車
道
コ
ン
サ
ー
ト
を
今
年
度
も

開
催
し
た
。

　

今
年
度
は
、
同
校
舎
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
利

用
し
、
本
学
音
楽
学
部
の
教
員
お
よ
び
学
生
に
よ
る
、

「
ホ
ル
ン
三
重
奏
」（
七
月
二
十
二
日
）、「
ピ
ア
ノ
・
リ

サ
イ
タ
ル
」（
九
月
十
四
日
）、「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重

奏
」（
十
月
十
四
日
）、「
木
管
五
重
奏
」（
十
一
月
十
八

日
）
の
四
種
類
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
こ
な
っ
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
幅
広
い
年
齢
層
の
支
持
を
受
け

て
お
り
、
勤
め
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
鑑
賞
で
き
る

よ
う
配
慮
し
開
演
を
十
八
時
三
十
分
と
し
た
と
こ
ろ
、

合
わ
せ
て
約
二
百
五
十
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
次
年
度

開
催
の
予
定
を
尋
ね
ら
れ
る
な
ど
、
好
評
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

音
楽
学
部
の
協
力
を
得
て
開
催
し
て
き
た
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
事
業
は
、
す
で
に
地
域
に
定
着
し
て
い
る
と
い

え
る
。

　

三
月
十
一
日
、
地
震
・
津
波
・
放
射
能
と
い
う
三
重

の
災
害
が
東
北
地
方
を
襲
い
、
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
衝
撃
的
な
映
像
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
報
道
機
関
が
伝
え
る
被
災
の
映

像
で
あ
っ
た
。
被
災
地
の
市
井
の
人
々
の
口
か
ら
語
ら

れ
る
現
実
お
よ
び
証
言
、
復
興
の
様
子
を
記
録
し
後
世

に
残
す
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
今
、
映
像
研
究
科
と
し

て
で
き
る
こ
と
、
す
べ
き
こ
と
だ
と
考
え
、
現
地
で
被

災
者
の
方
々
と
向
き
合
い
、
映
画
・
映
像
と
し
て
ど
の

よ
う
に
震
災
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
新
た

な
種
類
の
希
望
を
写
し
撮
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
模

索
し
な
が
ら
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

◎
映
画
専
攻

　

十
月
九
日
か
ら
十
日
ま
で
の
間
、
本
学
横
浜
校
地
馬

車
道
校
舎
に
お
い
て
、「O

PEN
 T

H
EA

T
ER 2011

」

を
開
催
し
た
。

　

横
浜
市
と
の
共
催
で
文
化
芸
術
創
造
都
市
づ
く
り
の

推
進
事
業
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
今

回
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
事
前
投
票
を
お
こ
な
い
、

そ
の
結
果
を
受
け
て
上
映
作
品
を
決
定
し
た
。
上
映
作

品
は
、『SO

LA
RIS

』『
彼
方
か
ら
の
手
紙
』『T

H
E 

D
EPT

H
S

』『
可
愛
い
女
』『
し
ん
し
ん
し
ん
』『
夕
映

え
少
女
』
の
六
作
品
で
、
二
日
間
合
わ
せ
て
二
百
八
十

名
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。　

◎
映
画
専
攻

　

本
学
大
学
院
映
像
研
究
科
で
は
、
研
究
科
内
に
震

災
復
興
記
録
映
像
制
作
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
せ
ん
だ

い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
の
「
３
が
つ
11
に
ち
を
わ
す
れ

な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
」
と
協
力
し
な
が
ら
記
録
映

像
の
制
作
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
、
報
道
機
関
に

頼
ら
ず
市
民
や
専
門
家
が
被
災
地
復
興
の
様
子
を
記

録
・
情
報
発
信
す
る
と
い
う
、
通
称
「
わ
す
れ
ン
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
撮
影
さ
れ
た
「
な
み
の
お
と
」（
監

督
：
濱
口
竜
介
、
酒
井
耕
）
が
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
た
。

1

◎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

　

九
月
十
八
日
、
本
学
横
浜
校
地
馬
車
道
校
舎
に
お
い

て
、
公
開
講
座
|
馬
車
道
エ
ッ
ジ
ズ
「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
入
門
」
第
七
回
講
座
を
開
催
し

た
。
現
代
の
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
作
家
、

作
品
を
中
心
に
紹
介
す
る
本
講
座
は
、
今
年
で
三
期
目

に
入
っ
た
。

　

第
七
回
講
座
は
、『
マ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
糸
』
と
題
し
、

カ
ナ
ダ
か
ら
Ｎ
Ｆ
Ｂ
（
カ
ナ
ダ
国
立
映
画
制
作
庁
）
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
マ
イ
ケ
ル・フ
ク
シ
マ
氏
を
迎
え
、

本
学
の
山
村
浩
二
教
授
が
Ｎ
Ｆ
Ｂ
と
の
共
同
制
作
の
中

で
、
監
督
と
し
て
今
年
完
成
さ
せ
た
『
マ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

の
糸
』
を
巡
り
二
人
で
講
義
を
お
こ
な
っ
た
。

　

十
月
八
日
に
は
、
第
八
回
講
座
『
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・

リ
ー
フ
、
描
く
こ
と
、
動
く
こ
と
』
と
題
し
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
、キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン・リ
ー

フ
氏
を
招
聘
し
、
寡
作
な
が
ら
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
史
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
彼
女
の
作
品
群
を
自
ら
解
説
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。 

◎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

　

十
月
一
日
、
本
学
横
浜
校
地
馬
車
道
校
舎
に
お
い

て
、
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
黄
金
期
に
活
躍
さ
れ
た

小
田
部
羊
一
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
公
開
講
座

「O
PEN

 T
RA

D
IT

IO
N

」
を
開
催
し
た
。

　

本
学
か
ら
生
ま
れ
た
才
能
が
日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
に
受
け
継
い
だ
「
伝
統
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の
公

開
講
座
は
、
第
一
部
で
、
小
田
部
氏
が
原
画
を
担
当
し

た
「
太
陽
の
王
子 

ホ
ル
ス
の
大
冒
険
」
を
35
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
で
上
映
し
、
続
く
第
二
部
の
講
演
で
は
、
司
会
に

本
学
の
伊
藤
有
壱
教
授
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
イ
ラ
ン
・

グ
ェ
ン
非
常
勤
講
師
を
加
え
、
前
田
青
邨
門
下
で
学
ん

東
日
本
大
震
災
復
興
ア
ー
カ
イ
ブ

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

3公
開
講
座

−

馬
車
道
エ
ッ
ジ
ズ

「
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

  

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
入
門
」

2
O

PEN
 TH

EA
TER 2011

5馬
車
道
コ
ン
サ
ー
ト

4公
開
講
座
「O

PEN TRADITIO
N

」

5馬車道コンサート
第 4回「木管五重奏」の演奏風景
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Topics of 

Fine Arts

2011.08 - 2012 .01

美
旬

1GTS（藝大・台東・墨田）観光アートプロジェクト

こよみのよぶね

イノベーションプロジェクト

記憶の森 映像展

ササクサスPlus＋

油絵茶屋再現

隅田川新名所物語 2011

下町で発生した見世物、エスプリ展
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MIST

GTS音楽コンサート 東京スカイツリー ®を描く絵画展 GTSシンポジウム

　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま
で
の
三
年
間

の
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
、
本
学
と
台
東
区
、
墨
田
区

の
三
者
共
催
に
よ
る
地
域
連
携
事
業
、
G
T
S
観
光

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

二
年
目
の
今
年
度
は
、「
ア
ー
ト
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト2011

」
と
「
隅
田
川A

rt Bridge 2011

」
の
二

本
の
事
業
を
柱
に
、
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
浅
草
界
隈
を
結
び
、
隅
田
川
を
挟
む

台
東
区
と
墨
田
区
の
両
地
域
を
舞
台
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
望
む
四
カ
所
に
設
置
さ
れ
た

環
境
ア
ー
ト
作
品
と
ア
ー
ト
ベ
ン
チ
を
巡
り
、「
隅
田

川
新
名
所
物
語2011

」「
ア
ー
ト
サ
イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
（
サ
サ
ク
サ
スPlus

＋
、
こ
よ
み
の
よ
ぶ
ね
、
油

絵
茶
屋
再
現
）」「
下
町
で
発
生
し
た
見
世
物
、
エ
ス
プ

リ
展
」「
記
憶
の
森 

映
像
展
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
展
示
、イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、そ
し
て
「M

IST

」
チ
ー
ム
で
は
、

空
、風
、土
、光
に
着
目
し
た
作
品
群
や
パ
レ
ー
ド
な
ど
、

道
行
く
人
々
が
足
を
止
め
、
作
品
に
触
れ
、
ア
ー
ト
に

関
心
を
抱
く
姿
が
至
る
と
こ
ろ
で
見
受
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
G
T
S
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
区
民
参

加
型
の
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
®
を
描
く
絵
画
展
」、

ま
た
「
G
T
S
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
も
両
区
内

の
企
画
会
場
で
実
施
さ
れ
た
。

1Ｇ 

Ｔ
Ｓ（
藝
大
・
台
東
・
墨
田
）
観
光

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



18

　

九
月
十
七
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
の
間
、
本
学
お
よ

び
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
本
学
美
術
学
部
の
主
催
で
、
国
際
陶
芸
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム 2011 in Japan

が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
国
際
陶
芸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ア
ジ
ア
、
中
近

東
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
、
南
米
の
陶
芸
教
育
者
が
集

ま
り
、
陶
芸
教
育
を
中
心
に
、
各
国
の
陶
芸
文
化
交
流

と
学
生
交
流
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
回
、東
京
で
お
こ
な
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、

世
界
十
カ
国
、
二
十
六
大
学
か
ら
二
百
二
名
の
教
員
お

よ
び
学
生
が
参
加
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
他
、
多
数
の

作
品
が
展
示
さ
れ
た
国
際
陶
芸
教
育
交
流
展
、
各
国
教

員
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
技
法
に
よ
る
陶
芸
制
作
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
学
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
お

こ
な
っ
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
世
界
各
国
の
現
代
陶
芸

文
化
の
多
様
性
を
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
研
究
成
果

の
発
表
に
よ
る
陶
芸
の
専
門
知
識
の
共
有
化
や
学
生
同

士
の
交
流
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
、
国
際
交
流
に
よ
り
人

種
間
の
深
い
相
互
理
解
が
も
た
ら
さ
れ
る
な
ど
、
陶
芸

文
化
の
国
際
化
へ
向
け
た
貴
重
な
一
歩
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
国
際
陶
芸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
世
界
各
地
で

開
催
さ
れ
、
陶
芸
研
究
の
更
な
る
充
実
と
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

2国
際
陶
芸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 2011 

in Japan

野焼き学生ワークショップ

穴窯

陶芸制作デモンストレーション 窯出し国際陶芸教育交流展

2国際陶芸シンポジウム 2011 in Japan
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十
一
月
二
十
三
日
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
の
間
、

本
学
の
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
で
「
第
六
回　

藝
大
ア
ー

ト
プ
ラ
ザ
大
賞
展
」
を
開
催
し
た
。

　

同
展
は
、
学
生
の
制
作
活
動
の
成
果
を
広
く
社
会
に

発
信
す
る
た
め
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
学

内
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
で
、
第
六
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、

「
時
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
募
集
を
お
こ
な
い
、
厳
正
な

審
査
を
経
て
入
選
作
品
を
決
定
し
、
学
長
賞
（
大
賞
）

や
準
大
賞
な
ど
、
入
選
し
た
総
勢
六
十
一
名
（
八
十
六

点
）
の
作
品
を
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
で
展
示
・
販
売

し
た
。

　

学
長
賞
（
大
賞
）
に
は
、
大
谷
佳
那
子
さ
ん
（
美
術

学
部
工
芸
科
（
漆
芸
）
三
年
）
の
作
品
「
妙
に
清
ら
の
」

が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
準
大
賞
に
は
、
長
尾
睦
美
さ

ん
（
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士
課
程
彫
刻
専
攻
二
年
）

と
府
川
大
吾
さ
ん
（
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
三
年
）
の

作
品
が
選
ば
れ
た
。

　

入
選
し
た
学
生
は
、
販
売
の
機
会
を
得
た
こ
と
で
社

会
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て

の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、こ
の
展
示
は
、

一
般
の
方
に
学
生
の
制
作
活
動
の
一
端
に
触
れ
て
い
た

だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

3第
六
回 

藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
大
賞
展

大賞を受賞した大谷さん

第 6 回藝大アートプラザ大賞授賞式 学長賞（大賞）作品「妙に清らの」大谷佳那子（美術学部工芸科（漆芸）3 年）

準大賞作品「永遠を見る」
長尾睦美

（大学院美術研究科修士課程彫刻専攻 2 年）

3第六回 藝大アートプラザ大賞展

準大賞作品「JAPANESE TRADITIONAL COLORS CRAYON
日本の伝統色クレヨン」“SAKURA”「桜」、“UME”「梅」、“KIKYO”「桔梗」

府川大吾（美術学部デザイン科3年）


